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澤辺さん 
(職員)柴田さん 

石井さん 中野さん 

野村さん 

伊丸岡さん 

(職員)舟山さん 

大竹さん 

岩渕さん 
桑崎さん 

石川さん 

荒井さん 

増田さん 

K さん 

佐久間さん 

関山さん 

尾崎さん 

（職員）堀辺さん 
金子さん 

八谷さん 

北川さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

〈編集後記〉 

私が広報委員になり２年目を迎えました。私は、当初、パソコンが苦手なことから自分に広報 

委員が務まるのか不安を抱いていましたが、そんな時に視覚障害のある８０代の方から漢文の拡 

大コピーを頼まれた事がありました。その方は「いくつになっても学びは必要ね」と拡大鏡を使 

って漢文を読んでいました。私も少しずつパソコンを学びながら、つくばね通信で利用者、職員 

の日々の様子を発信していきたいと思います。今後もどうぞよろしくお願い致します。  

                                  （楓 青木 恭子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ～  そ  よ  風  の  よ  う  に  街  に  出  よ  う  ～ 

 

S  S  T  L 

つ く ば ね 通 信 
    

社会福祉法人つくばね会 
代表 千葉県我孫子市都部新田３７－２ 

 

             ＴＥＬ ０４―７１８７―１９４４ 

             ＦＡＸ ０４－７１８７－１９４７ 

      ＨＰ http : / / tukubanekai . sakura .ne . jp / 

編集・発行：けやき社会センター・はるか 

おおばん・ふれんず 

藤岡さん 

増田さん 
桃野さん 

飯野さん 

(職員)白井さん 

２月生まれ

(職員)中林さん 「言葉について」 

先日、中学校を卒業した次男が卒業文集に書いていた文章のタイトルです。そこには「ちくちく言葉（人

を傷つける言葉）」について思う気持ちが書かれていて、親として少しびっくりしました（いつもはボケ

～としているのんきな息子なのです）。ちなみに文集にはちくちく言葉のことのみ書かれていましたが反

対言葉に「ふわふわ言葉」や「あったかことば」というものがあるということが調べてみてわかりました。

言葉はとても大切です、言葉により幸せな気持ちや不幸せな気持ちになったりします。幼い時に母から「言

葉は言霊ともいうのだから、現実になると良くない言葉は使わないのよ」と度々言われました。父は「有

言実行」を貫く、ポジティブな言葉を形にしていくパワフルな人でした。私の周りには言葉を考える環境

が多くありましたが、その割にストレートに言葉を発してしまうことが多く 50 歳を超えた今でも反省す

ることが多い毎日です。 

福祉の仕事を続ける中でも言葉の変革が度々生じました。先日虐待防止研修の後、部下と施設における

虐待が起きやすい環境について話をしていた際、「健常者」「障害者」という言葉の使い分けや「知的障害」

という言葉も支援者側の優位性を生じさせるのではないか、との話が出ました。その際、私が福祉の仕事

を始めた時には「精神薄弱者」という言葉が使用されていたことを話すと驚いていました。不適切用語と

論じられ変革していく言葉は様々でしたが、時代の流れの中で意識の変革は？と考えるとそう容易ではな

いと感じています。近年「ダイバーシティー（多様性）」「エクイティ（公平性）」「インクルーシブ（包み

込むような/包摂的な）」などの言葉が使用され、その言葉の意味を深く知ることで得る感情があります。

私はかつてシングルマザーであった時期に、些細な事柄で「普通」とは違う環境に置かれることがありま

した。「普通」はマジョリティー（多数者）側から見た常識です。福祉に従事する者として正しく言葉を

理解し心に留めていくために、その言葉の内側に立ち（言葉を発する側でなく受ける側として）考えてい

くことが、福祉の世界での意識変革につながっていくのではないかと思っています。 

（おおばん管理者 栗原 千鶴） 

 

 

http://tukubanekai.sakura.ne.jp/
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（グループホーム太陽） 

 久しぶりに太陽の生活支援員に入ると、「たこさんウィンナーはかわいそうだよ！」「なんでかわいそう

なの？」「切られちゃうんだよ」という世話人と利用者の微笑ましい会話が聞こえてきます。 

 人間関係で悩んでいる仲間がいると、率先して「話しを聞いてあげようと思うんだけど、○○くん部屋

からでてきてくれるかな」と心配している声も聞こえてきました。「世話人が対応するからみんなは大丈夫

だよ。ありがとう」と伝えましたが、その後も「どうしたら部屋からでてきてくれるかな・・」と、相手

のために出来ることを真剣に悩まれている姿に何て優しいのだろう・・と心打たれました。 

 

数日後、悩まれていた利用者さんの保護者の方とお話する機会があり、 

心配していた利用者が部屋を尋ねてきてくれ本人が不在だったため、アパート前で待っていてくれたので

会うことができ、おもしろいことを言って笑わしてくれたと彼から聞いたと喜ばれていました。時間が経

過しても仲間のために出来ることを追い続ける光景は聞いただけで心が温まるエピソードでした。 

 

                 (グループホーム空・太陽 竹内 麻奈美) 

 

 

・・・・・福祉のきっかけ・・・・・ 

 

短大の必修科目に福祉施設への実習があった。私は、どう取り組んで良いか分からないまま実習を終え

た。実習後、福祉に強い思いを抱き取り組んでいる人との温度差を感じた。自分の中で、悔しい思いもあ

り、重度の障害者が通うサークルでのボランティア活動を始めた。およそ１年がたったころ、ある女性の

利用者から、「今度買い物に一緒に行って欲しい」と依頼された。その女性は、両下肢は無く、車いすで移

動をする方であった。不安もあったが、声をかけてくれた気持ちを嬉しく思い、依頼を受け、買い物へ出

かけた。 
私が車いすを押し、もう一人の利用者と３人で、銀座の街へ出た。当時はスロープも殆どなく、車いす

での移動がこんなに大変なのかと知る事になった。たった１センチの段差も、どう上がって良いか戸惑っ

ている私に、彼女は、「前の車輪を上げてみて」と教えてくれた。その後、彼女の自宅へ行った。自宅は銀

座のあるビルの上階。エレベーターを上がりドアが開くと、そこには１０畳ほどのフローリングが広がっ

ていた。住宅を改修し、壁にパイプが設置され、公園にあるような「うんてい」があった。彼女は、自分

の両腕を交互に出し、「うんてい」をつたって移動を始めた。彼女は「ここでは介助はいらないから」「本

当に助けが必要な時声をかけるからね」と教えてくれた。「何かしてあげないと」と思っていた私に気が付

いたのかもしれない。 

 

彼女との出会いは、「福祉をもっと知りたい」と思うきっかけとなった。 

 

（けやき社会センター 檜田 道子） 

 

 

 

ここ数年、毎年のように高等部を卒業された方が、けやき社会センターを利用してくださっています。若さ

というエネルギーが、日々場を和ませ、明るく元気を与えてくれます。これは、けやき社会センターの魅力のひ

とつです。けやきの若人たちは、まだまだモラトリアムの時期ですから（この文章をお読みの皆様にもあったは

ずです）、一様に仕事モードへのエンジンのかかりが遅く、「ねえねえ、こっち向いてよ」と職員の目を盗んでは、

施設内の様々な場所に隠れたり、職員に甘えてきたり、ちょっとハラハラすることを言ってみたり、いたるとこ

ろでアピール合戦を繰り広げます。そんなおちゃめな若人たちに対して職員、先輩利用者一同、親目線で、な

んだか許してしまう・・・微笑ましい？エピソードが満載です。でも、１年も経つと、声を掛けなくても率先して仕

事の準備を行えるようになったり、初めは恥ずかしがって、大勢の前で発言できなかったけれど、少しずつ話

すことが出来るようになったり、ちゃんと大人の階段を登っている姿に気づけるのも伴走する立場として嬉し

い瞬間です。 

さて、今年度も２名の若人が利用されますが、「ねえねえ、こっち向いてよ」をどんな形で出してくるのかを

楽しみにしながら、一歩一歩大人の階段を登っていくためのお手伝いをしていきたいと思います。 

 

（けやき社会センター 小嶋 史樹） 

 

「障害者雇用で企業が求める人材とは」 

 

 はるか移行で定着支援を行なっている利用者の企業である㈱九電工の秋冨課長をお招きして、「障害者雇

用で企業が求める人材とは？」を主題として約 90分間のセミナーを行なっていただきました。 

普段の訓練にて職員が言っていることと同じことをお話しされたのですが、障害者を採用する人事部の

課長の生の声だったので、より一層利用者は真剣に聞かれていました。どういう人材を企業は求めている

か？はるかの訓練で秋冨課長の言われたことを是非覚えていて意識してほしいと思います。仕事を行なっ

ていくうえで必要な挨拶、チームワーク、様々なルールや決まり、集団生活・社会生活を行なっていく上

での重要なお話に利用者さんは耳を傾けていました。 

はるかでは、通常の訓練プログラムだけではなく、このように就職をイメージしたセミナーや生活をす

る上での知恵や知識などもプログラムとして提供しています。労働としての対価を得る訳ですが、それに

伴う苦労や辛さ、それらを乗り越えて「働くことにより成長していく」ことの大切さ、課長のお話を聞い

て私も初心に戻れた気がしています。（秋冨課長の資料は QRコードを読み取りください） 

（はるか 堀辺 欽也） 

 

 

～グループホームのエピソード～ 
～けやき社会センターの若人たち～ 
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障害者総合支援法基本理念 

「全ての国民が、障害の有無にかかわらず、 

等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重され

るものである」 

基本理念より一部抜粋 

 
つくばね会理念 

「共に生きる」 
 

【つくばね後援会 会費納入のお願い】 

 若葉の季節となりました。皆様におかれましては、ますますご健勝のことと存じます。また日々

の活動に対してご理解をいただき、感謝申し上げます。 

さて、今年度もつくばね会より後援会の会費のお願いを申し上げます。つくばね通信の郵送や後

援会の活動に使わせていただきますので、誠に恐縮ではございますが、下記の要領にてご協力賜り

ますよう、宜しくお願い申し上げます。 

（ゆうちょ銀行 振込先） 

加入者：つくばね会後援会 

記号・番号：００２６０－０－１２４８９８ 

１口：２，０００円 

「これで世間に頭を下げずに済むと思った…」 
 

改めて「津久井やまゆり園殺傷事件」を振り返り、様々な記事を調べているとこの言葉が目に留ま

りました。皆さんはこの言葉は誰が述べたもので、どういった意味が込められているかご存じでしょ

うか。 

 

この言葉は津久井やまゆり園で発生した殺傷事件の被害者の母親の言葉です。 

私はこの言葉を目にするまでは全ての遺族は植松聖死刑囚に対して憎悪、悲しみ、怒りの気持ちを抱

えながら生き続けることになると思っていました。しかし「やっと解放された…」というようなこの

安堵の言葉を見た瞬間、私は障害者施設で支援員として働き始めて２０年目となりますが、自分が見

てきた事、感じてきた事で障害を持つ子の親の苦悩をどこまで理解出来ていたのだろうかと考えまし

た。また、今この考える時間が今後の私自身の人生にとってとても重要なものになる、重要なものに

しなければならないと強く感じました。 

植松聖死刑囚の犯行は決して許されるものではありません。遺族に対して謝罪の言葉はありながら

も犯行に及んだことは後悔をしていない、意思疎通の取れない人は社会にとって迷惑であると述べて

います。ですが、この植松聖死刑囚によって自分の子の命を奪われたという気持ちよりも「やっと穏

やかな生活を送ることが出来る」という気持ちが大きいというのはどれほどの苦労があったのかが計

り知れません。 

被害者の母親は自分の子が自閉的傾向と診断を受け、周囲からは「気持ち悪い」という言葉を投げ

かけられ、成長するにつれ、暴力等の問題行動が激しくなり、常に謝罪をしてきていたとあります。

障害を持たずに生んであげられていればと。実際に私も同様な言葉を保護者の方から伺ったことがあ

ります。この言葉も私なりに理解していたつもりでしたが、想像をはるかに超える苦悩と母親である

ために抱いてしまう自責の念があり、現実を受け止めることにどれだけの時間を費やしているのかを

感じ取ることが充分ではなかったのではと感じました。 

つくばね会の基本理念「共に生きる」とは真逆の思想の植松聖死刑囚。 

この事件から、悲しみと怒りを抱いている被害者遺族、被害を受けながらも命を取り留めた被害者と

その家族、そして今を一生懸命生きている障害者の全ての方々に私達支援員は必要とされる存在であ

り、つくばね会においても利用者の方のみならず、そのご家族に寄り添っていくことこそが私達支援

員に必要不可欠なことではないかと改めて感じております。まだまだ至らない点も多くあると思いま

すが、法人全体としてどこまでも利用者の方、ご家族に寄り添いながら私達が必要とされる人材に成

長して参りたいと思います。 

 

（けやき社会センター 吉田 寛貴） 

 

日々の業務に追われて、じっくり日常の支援を振り返るの

は、なかなか難しい現状はあると思います。しかし、日々の

仕事の意味や、支援への自問自答や、それぞれが持っている

情熱や思いを、再確認することはとても大切です。 

そのためにも、それぞれの職員が法人理念に向き合って、

「今の自分の考える共に生きる」の発信を続けて行きます。 

それが継続できていれば、つくばね会は今後も利用者本位

の支援のできる、虐待や権利侵害のない職員が働く、素晴ら

しい法人になれると思います。 

 
互いに尊重し、 

相手に寄り添う気持ちをもつこと 

T・T 

 
つながる 

H・Y 
 

 
地域と共に 

K・F 
 

 共に感じる、共感する 

E・H 

 
共に活きる 

Y・H 

 

心を通わす 

寄り添う気持ち 

M・Y 

 
同等の労働者 

K・T  

同じ方向を向いて 

過ごすこと 

M・T 
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 おおばんの様子 

「へっくしょん！」「ズビズビ…」「目がかゆい！」 年が明け、おおばん内で徐々にくしゃみや鼻をす

する音、かゆくて目を擦る様子が目立ってきました。今年は暖冬に加え、この時期季節外れの暖かさが影

響し、スギ花粉の飛散開始が例年より早くなった事で、花粉症を持つ利用者・職員は症状に悩まされつつ

も、花粉に負けず日々の作業を頑張っています。 

畑班では去年植えつけし、たくさん出来た冬野菜を「この野菜は大きくて良い！」「面白い形！」「これ

はまだだね…」と和気あいあいとした雰囲気の中、収穫。また、収穫と並行しながら春・夏野菜の苗作り

を行い、去年野生動物に食べられてしまった野菜やたくさん収穫できた野菜等の種をまき「今年は収穫で

きるといいな！」「またたくさん収穫出来ますように！」と思いを込めながら苗の準備をしました。弁当製

造班では春休みに入り学童のお弁当注文が始まり、通常の注文分にプラスでたくさんの弁当製造・仕込み

をする為バタバタと忙しないですが、利用者の皆が臨機応変に落ち着いて作業をこなす姿は、とても頼も

しいばかりです。病院清掃班では外作業の窓ふき掃除が一段落し、公園清掃班では落ち着いていた雑草達

が伸び始め、少しずつ草取りを再開しています。 

今年度、利用者のリフレッシュになればと平日お出かけの日を設け、１月には木下大サーカスのショー

を観覧。ライオンやゾウが披露する芸を観て感動している様子が見られました。３月には日立海浜公園で

BBQ。お肉大好きな利用者が多いおおばんは、焼きあがったお肉は瞬く間に消えていき、職員も汗と煙の

中、必死にお肉を焼いていきます。そして最後は温かい飲み物と焼いたマシュマロでデザート時間。マシ

ュマロを初めて焼く人が多く、上手に焼けている人、怖くてなかなか近づけられない人、少し炭になって

しまった人等さまざまでした。 

1 年があっという間に過ぎていきますが、おおばん職員・利用者ともに、何事も一生懸命に取り組みな

がら、時には楽しくリラックス…とメリハリをつけ今後も様々な事に取り組んでいきたいと思います。                                            

(おおばん 宮澤 由衣) 

ふれんず～子ども達の様子～ 
 

 冬から春へと季節が変わり、穏やかな陽気を感じる日が増えてきました。そんな中、今年高校を卒業する
皆さんと成田空港に行き、ターミナル内を散歩し、また間近で飛行機を見ながら昼食を楽しむ姿が見られま
した。別日には昼食の焼きそば作りを買い出しから調理まで協力して完成させ、美味しそうに頬張る様子が
見られ、卒業生の方々の笑顔から大成功だったと思います。春休みに入り、皆さんが楽しみにしていた外食
へ行ってきました。大人数での外食だった為、職員もハラハラドキドキ。食べたい物が同じ方同士でグルー
プになり、職員と一緒に順番で買い物へ！ 一人で注文に挑戦する子や自分の順番が来るまで座って待つ姿
にとても成長を感じました。今回行けなかった方々も居るので、また企画したいと思います。 
さて、ふれんずでは人気のある「特別おやつの日」。衛生面に気を付けながら徐々に皆さんが楽しめるよ

うなおやつ作りに幅を広げています。今回はフルーツサンド作りに挑戦しました。自分たちで生クリームを
パンに塗り、好きなフルーツなどをパンで挟むまで自分で作れることの達成感や楽しさを感じられた様子が
見られました。具を沢山のせてパンから溢れ出ている子や、一つずつ並べて挟む子など、それぞれの個性溢
れるフルーツサンドが完成していました。週 1 回曜日を変えて行っているので、今後も色々なおやつ作りに
皆さんと一緒に挑戦していけたらと思います。                               （ふれんず 松崎 李星） 

この度 はるか から ふれんず に戻ること

になりました。ふれんずに来てくれて 

よかったと思って頂けるよう頑張ります！ 

中林 佑樹 

☆４月より新体制となった為、一言ご挨拶申し上げます☆ 

サポートセンターけやきです 
 

サポートセンターけやきでは地域の相談窓口として、毎日様々な相談を受けています。福祉サービスの

利用だけではなく、病気のことや生活面、家族との関係、就労など相談内容は多岐にわたります。私たち

相談員は、全ての相談に対してまずは受け止め、適切な機関につなぎます。中には、自分たちでは理解が

困難なことや、どう対応していいのかわからない事もあります。その場合は、調べたり、他の関係機関に

協力してもらいながら、向き合います。 

 現在、湖北駅前に事務所があることで、おかげ様でいろいろな方が顔を出してくださいます。時には道

案内で聞かれることも。定期的に来所されている方も増えてきています。あそこに行くとホッとする、そ

んな場所を目指していますので、お近くに来られることがありましたら、是非顔を出してください。お待

ちしています。                                        （サポートセンターけやき 樋口 恵理子） 

利用する方々の居心地の良い環境を

提供出来るように努力していきたい

と思います！ 

（管理者）栗原 大介 

～統一された支援～ 

 

 １２月と２月に行われた千葉県強度行動障害支援者養成研修【基礎研修】・【実践】に参加し、強度行動

障害の理解と特性の分析の把握と適切な対応の講義、実際に困っていることやアセスメントに基づく支援

手順書の作成、記録と分析の重要性についての内容を受講致しました。 

同じ障害であっても皆それぞれ違う特性や性格、生活環境があります。まず、何が問題なのか、そこに

どんな課題があるのか分からなければ適した支援などは考えられません。本人としっかりアセスメントを

行い、なぜそのような行動をとっているのか、何かきっかけがあったのか。その時どんな状況や環境があ

ったのかを観察したり聞き取ることが重要ではないでしょうか。 

私は講義の中で【特性】【記録】【支援】の３つが特に重要だと感じました。 

【特性】強みと弱みと言い換えることもできる。強みは支援に生かすもので、弱みは支援者が配慮すると

ころと言える。しかし、その弱みも「ここまではできる！」とポジティブに考えることで強みに

変えることもできる。 

記録】①誰が見ても分かりやすい言葉と表現で客観的に（記録は他の支援員との情報共有に利用されるた

め誰が見ても同じ状況が浮かぶように主観を入れない）②記録の目的を明確に（支援員全員が何を

目的に記録をとっているのか共通意識を持つため）③決められたワード（用語）や記号で振り返り

やすく（ワードや記号を使うことで後から効率よく振り返りができる） 

【支援】どんなに立派な支援計画を立てても支援員がチームとなり、同じ目的・理解で構造化された統一

された支援を実践しなければ全く意味が無くなってしまう。支援員全員が同じ方向に向かって取

り組み、なぜこの支援を行うのか、利用者の方がどのような望ましい行動を目指すのか、特性に

基づいた根拠を支援者が理解することで統一された良い支援に繋がるのではないか。 

多くの支援者が「困った人ではなく、困っている人」という認識を持ち寄り添うことで質の良い支援の

提供やサービス向上に繋がり、利用者の方がより地域の中で安心して幸せに生活をすることができるので

はないかと感じました。今回の研修で学んだことを今後の自身の支援に生かしていきたいと思います。 

              （ふれんず 塚原 辰弥） 

 


